
 

 

 ＜計画の体系図＞ 

 

 

 

 

【→目標３の指標】 
◎公共交通の人口カバー率の維持 

 

H29 年度       H39 年度 

 

 

コンパクトな都市づくり 

（旭川市の将来像）につながる 

公共交通の構築を目指します 

効率性と利便性の確保により 

持続可能な公共交通の構築を目指し

ます 

市民にも来訪者にも 

分かりやすく使いたいと感じる公共

交通の構築を目指します 

基本方針２ 

基本方針４ 

公共交通の維持確保，利用促進に向

けて関係者と連携した取組を実施し

ます 

基本方針の設定 

地
域
の
概
況
調
査
，
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

課題 

１ 地域の現状からみた 課題 

1-1 少子高齢化，人口の減少（→公共交通の利用
のベースの減少と高齢者増加への対応が必要） 

1-2 観光需要の変化（→公共交通利用のベースと
なる観光需要の変化への対応が必要） 

1-3 人口等の分布状況（→人口等の集積の濃淡に
あわせた公共交通網形成が必要） 

1-4 市民の移動実態（→広域移動および市内移動
を確保する公共交通網の維持，改善が必要） 

1-5 都市計画マスタープラン，立地適正化計画
（→拠点形成，コンパクトな市街地形成などの将
来都市像への対応） 

2-1 公共交通利用者数の減少（→利用減少に対す
る公共交通の利用促進，維持方策が必要） 

2-2 市内の公共交通による人口カバー状況 
（→公共交通の不便な地域でも移動手段の確保が
必要） 

2-3 運行本数，利用実態からみた幹線的な路線の
存在 
（→路線の役割分担とネットワーク化が必要） 

2-4 バス会社の環境の変化（運転者の不足，高齢
化）（→運転手不足と高齢化への対応が必要） 

3-1 市民の移動実態 
（→生活利用のための路線確保が必要） 

3-2 市民の利用意識 
（→高齢化の中での移動手段の確保が必要） 

3-3 市民のニーズ  
（→公共交通のわかりやすさ等の改善が必要） 

3-4 通学者のニーズ（→公共交通を利用した通学
ニーズへの対応が必要） 

２ 公共交通の現状からみた課題 
ｔ 

３ 移動実態ニーズ等からみた課題 
ｔ 

【→目標１の指標】 

◎路線バス，鉄道の市民一人当たりの年間

利用回数 
 

H28年度        H39年度 

 

 

 
 

目標の設定 

82.6% 

 

82.6%以上 

以上 

維持 

 

【→目標２の指標】 
◎通勤や通学などの交通の便の満足度 
 

H29 年度        H39 年度 

 

 

 

 

◎公共交通体系の充実等の満足度 
 

H29 年度       H39 年度 

 

 

50％以上 

 

45.1％ 

目標３ 公共交通網の維持を目指す 
 

目標１ 公共交通の利用増加を目指す 

バス 37.5回/年以上 

鉄道  6.5回/年以上 

 

バス 34.1回/年 

鉄道  5.9回/年 

 

【→目標４の指標】 
◎公共交通の維持確保や利用促進に向けた

取組の実施回数 
 

H29 年度       H39 年度 

 10回/年以上 

 

目標４ 関係者が連携した利用促進
などの取組の充実を目指す 

５回/年 

 

19.7％ 

 

30％以上 

 

旭川市統計書の路線バスの年間輸送数とＪＲ駅旅客数（乗客数）を
旭川市の人口で除した値 

旭川市民アンケート調査 
まちの機能強化(公共交通体系の充実等)と国際化の推進の満

足度について，満足，まあ満足と回答した割合の合計 

旭川市民アンケート調査 
通勤や通学などの交通の便の満足について，よい，まあよいと

回答した割合の合計 
 

【事業７】 利用促進に関する事業 
関係者が一体となった利用促進の取組 

 

【事業８】 安定運行に関する事業 
運転手確保に向けた取組 

【事業１】 バス路線に関する事業 
バス路線の維持・確保と分かりやすさの向上 

 

【事業６】 観光に関する事業 
観光地への分かりやすい路線案内と二次交通の

充実 

【事業３】 駅拠点に関する事業 
駅周辺における分かりやすい案内の検討，実施 

【事業４】利用環境，乗継ぎ環境 

の改善に関する事業 
バス待合等の利用環境や乗継ぎ環境の整備 

【事業２】 郊外路線に関する事業 
郊外地域における公共交通の維持 

【事業５】バリアフリーに関する 

事業 

高齢者・障がい者を含む全ての方が利用しやす

い交通環境の整備 

目標を達成するための事業の設定 

500ｍ人口メッシュデータ（H27 年国勢調査）より，駅 500m 半径， 
バス停 300m 半径（1日 5往復以上）のカバー状況を GIS により算出 

目標２ 利用しやすい公共交通の 
実現を目指す 

基本方針１ 

基本方針３ 

資料６－２ 



 

 

＜参考２ 事業概要＞第４章 本市の公共交通網形成に向けた取組み 

事業 事業の内容 

【事業１】 
バス路線に関する事業 

バス路線の強化・わかりやすさ 

向上 

【事業 1－1】幹線路線の高いサービス水準の維持・確保 

【事業 1－2】幹線路線のニーズに対応したダイヤの設定，定

間隔運行など利用しやすい運行ダイヤの調整 

【事業 1－3】幹線路線の方面別イメージ強化（カラー，アル

ファベット等）による分かりやすさ向上 

【事業 1－4】幹線路線の走行性向上，定時性確保のためのバ

スレーン，PTPS の導入検討（道路，信号環境），

除排雪の実施 

【事業 1－5】環状方面路線の導入検討 

 

【事業２】 

郊外路線に関する事業 
 路線本数の少ない郊外路線の 

維持，交通不便地域解消 

【事業 2－1】交通不便地域等の支線交通の検討，導入，およ

び幹線への接続設定 

【事業 2－2】米飯地区デマンドの利用促進と JR 駅および幹

線バス路線への接続強化 

【事業 2－3】地域の公共交通を維持するための取組みの実施 

 

【事業３】 
駅拠点に関する事業 
駅周辺における分かりやすい 

方面案内の検討，実施 

【事業 3－1】旭川駅等における公共交通案内の整備 

 

【事業 3－2】鉄道，バスの接続案内強化 

 

【事業 3－3】バス案内所のモビリティ・センター機能 

【事業４】 
利用環境，乗換環境の 
改善に関する事業 

バス待合や情報案内等の 

利用環境，乗換環境の整備 

【事業 4－1】多方面路線が接続するバス停の乗継案内の充実
及び広報発信による接続強化 

【事業 4－2】利用の多いバス停の待合環境の整備（例：花咲
７など），商業施設等との連携による待合所の確
保（例：フィールの待合所） 

 

【事業５】 
バリアフリーに関する事業 

高齢者・障がい者を含むすべての
方が利用しやすい交通環境の整備 

【事業 5－1】ノンステップバス車両の導入 

【事業 5－2】ユニバーサルデザインタクシー（UD タクシー）

車両の導入 

【事業 5－3】利用の多いバス停周辺のバリアフリー化 

 

【事業６】  
観光に関する事業 
観光地へ分かりやすい路線案内， 

もてなし路線の形成 

【事業 6－1】旭山動物園線等の観光路線のイメージ強化（車
両デザイン，バス停案内デザイン）および観光
向け路線として，多言語による車内モニター設
置 

【事業 6－2】旭川空港線からの 2 次交通（市内バス路線）の
充実検討 

 

【事業７】 
利用促進や情報提供に 
関する事業 
関係者が一体となったモビリテ
ィ・マネジメント等の取組み 

【事業 7－1】JR 路線の利用促進の実施 

【事業 7－2】モビリティ・マネジメントの実施，公共交通利

用促進イベントの実施 

【事業 7－3】バスマップ等の作成 

【事業 7－4】バス運行情報サービス(バスキタ等)の機能強化 

 

【事業８】  
安定運行に関する事業 
運転手確保に向けた取り組み 

【事業 8－1】路線バス運転体験会，合同相談会などの実施 

【事業 8－2】運転手確保に向けた支援策の検討 

 
 

 

【事業 2－1】 

【事業 2－2】 

【事業 3－1】 
【事業 3－2】 
【事業 3－3】 

【事業 4－1】 
【事業 4－2】 

【事業 6－1】 

【事業 6－2】 

【事業 2－3】 

【事業 2－3】 

【事業 1－1】 
【事業 1－2】 
【事業 1－3】 
【事業 1－4】 

【事業 1－5】 

【事業 7－1】 
【事業 7－2】 
【事業 7－3】 

市全体に関する事業 

【事業 7－4】 【事業 8－1】 
【事業 8－2】 

【事業5－1】 
【事業5－2】 
【事業5－3】 

0       5      10 ㎞ 
幹線とする路線

広域としての
幹線とする路線

高校・大学

５大病院

地域核拠点


